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【総合研究報告書 別添資料】 搬送⽀援システムにおける機能 
機能①： 
⾃院での対応が困難な重症患者が発⽣した医療機関は、構築するシステムによって医療情報を集約し、迅速に
⽀援を要請することができる。 

⾃院での対応が困難な重症患者（以下、搬送患者）が発⽣した医療機関は、付与された ID と設定したパス
ワードを使⽤して搬送⽀援システムへアクセスする。承認されると、電⼦カルテにおける搬送患者の ID を⼊
⼒する画⾯が表⽰される。ID ⼊⼒により、搬送患者の情報を⼊⼒する画⾯が表⽰され（図 1）、必要な情報を
修正・⼊⼒する。なお、搬送患者における個⼈情報および医療情報の多数は、医療・電⼦機器との連携によっ
て、⾃動抽出・反映される仕様としているため、利⽤者側の⼊⼒は最⼩限である。⼀⽅、⾃動反映された内容
についても、修正が⽣じる可能性を考慮し、修正可能な仕様とした。 

⾎液検査結果・画像検査結果・診療情報提供書を共有する場合は、「□あり」を選択し、画像検査結果・診療
情報提供書については、該当する電⼦ファイルを搬送システム内にインポートする。そして、重症患者受⼊医
療機関に求める⽀援ならびにその理由を「⽀援希望」と「⽀援希望理由」から選択・⼊⼒する。⼊⼒後、⽀援
を要請する医療機関や要請者に関する情報、搬送患者の情報の最終確認を促す画⾯に移動し、確認を通して、
重症患者受⼊医療機関への⽀援要請が完了する。 

図 1. 搬送患者情報⼊⼒画⾯ 
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機能②： 
⽀援を要する医療機関からの転院搬送依頼に係る情報（患者情報、依頼内容等）が複数の重症患者受⼊医療機
関にリアルタイムで⼀⻫に送信される。 

搬送⽀援システムを通して転院搬送依頼が発⽣した場合は、メールにより⼀⻫に通知される⽅式とした。 
個⼈情報保護の観点から、メール本⽂には転院搬送依頼に係る詳細情報は記載せず、搬送⽀援システムにお

ける回答画⾯の URL を貼付し、閲覧を促す内容とした。 
 
機能③： 
各重症患者受⼊医療機関は依頼内容等を閲覧し、受⼊可否等を作業負担なく迅速に⼊⼒することができる。 
必要時、重症患者受⼊医療機関同⼠は、セキュアーなチャットアプリを⽤いてコミュニケーションを取ること
ができる。 

 
図 2.  回答⼊⼒画⾯ 

図 2は、転院搬送依頼に対する回答を⼊⼒する画⾯である。先述した機能 2における URL をクリックし、
ID およびパスワードを⼊⼒すると、図 3 が表⽰される。重症患者受⼊医療機関は、内容を確認すると共に、
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「受⼊可」「保留」「受⼊不可」を選択し、⾃医療機関での受⼊の可否を回答する。その後、回答の最終確認画
⾯を促す画⾯に移動し、確認を通して、回答が完了する。なお、「保留」および「受⼊不可」の場合は、その理
由を選択・⼊⼒する仕様とした。 
また、チャットアプリの搭載に関しては、費⽤やセキュリティに関する懸念があり、システムにおける必要
度も踏まえ、検討を継続することとした。 
 
機能④： 
各医療機関の受⼊可否等の回答結果は⾃動集計され、関係各機関で閲覧ができる。 
 
機能⑤： 
AI が各医療機関からの回答・搬送距離等を基に順位付けを実施する。 

 
図 3 回答結果閲覧画⾯ 

図 3は、各医療機関からの回答結果を閲覧する画⾯であり、搬送⽀援システムに登録している全医療機関が
閲覧可能である。各医療機関から送信された回答結果を集計し、「受⼊可」と回答した医療機関内において、
陸路での搬送距離を基に順位付けを実施、回答結果閲覧画⾯にて確認できるようにした。 
 
機能⑥： 
各医療機関からの受⼊可否等の回答、集計結果、AI による解析結果が⽀援を要する医療機関に通知される。 

各医療機関からの回答があった旨は、メールおよび搬送⽀援システムにおいて要請側の医療機関に通知され
る様式とした。 

個⼈情報保護の観点から、当該メール及び通知の本⽂には回答結果の詳細情報は記載せず、搬送⽀援システ
ムにおける回答画⾯の URL を貼付し、閲覧を促す内容とした。搬送⽀援システムにおける通知は、「受⼊可」
との回答を迅速に把握できるよう、どの画⾯を閲覧していても通知が表⽰されるようにした。 


